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12月定例会

一般会計の主な補正
♦社会保障・税番号制度システム整備費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125万8千円
　（国民健康保険特別会計の電算システム改修委託料に係る国庫補助金）　   
♦特定感染症検査等事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・163万7千円
　（緊急風しん抗体検査等事業に係る国庫補助金）    
♦循環型社会形成推進交付金（家庭用合併処理浄化槽設置整備事業に係る県補助金）192万1千円
♦営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・182万2千円
　（営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業に係る県補助金）
♦強い農業・担い手づくり総合支援交付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・228万2千円
　（強い農業・担い手づくり総合支援事業に係る県補助金）　　　　　　　　　 　　
♦農地等災害復旧事業費補助金（農地災害96.6％、施設災害99.1％の県補助金）1,633万5千円
♦県議会議員選挙費委託金（4月7日執行の県議会議員選挙に係る県委託金）・・・・・・△340万円
♦財政調整基金繰入金（12月補正予算に係る財源調整）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,616万3千円
♦ふるさと応援寄附金基金繰入金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・310万円
　（家庭用合併処理浄化槽設置整備事業費補助金等への充当）　　 　　　  
♦後期高齢者療養給付費負担金精算金（前年度負担金の額の確定による精算金）・・849万3千円
♦介護保険費負担金精算金（前年度負担金の額の確定による精算金）・・・・・・・・・・・・677万6千円

会期/12月6日～13日（8日間）

歳

　
　入

♦県議会議員選挙費（4月7日執行の県議会議員選挙無投票による） ・・・・・・・・・・△232万6千円
♦特別支援学校放課後児童健全育成事業負担金（利用日数割額の減）・・・・・・・・・・△137万6千円
♦保育所運営委託料（保育所への中途入所を見込む）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・330万円
♦施設型給付費負担金（認定こども園への中途入所を見込む）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・330万円
♦家庭用合併処理浄化槽設置整備事業費補助金（当初予定を上回る申請を見込む） 447万8千円
♦営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・237万円
　（豪雨等被害による被災農家の営農再開等のための補助）
♦強い農業・担い手づくり総合支援事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277万2千円
　（台風17号により被災した農業ハウスの修繕等のための補助）
♦アフリカ豚コレラ侵入防止緊急支援事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・210万円
　（養豚農場への侵入防護柵等の設置に係る補助）
♦国民スポーツ大会準備室関連事業（イントラネット配線工事及び備品購入）・・・・・・・126万円
♦農地等災害復旧事業（台風5号及び8月豪雨による農地災害8ヶ所、施設災害2ヶ所）1,700万円

歳

　
　出

平成31年度　一般会計の補正予算総額　　  　6,028万6千円
　　　　　　 補正後予算総額　　　　 　72億8,331万6千円

新年のおよろこび申し上げます新年のおよろこび申し上げます
町民の皆様の負託に応えるべく、今年も頑張ります町民の皆様の負託に応えるべく、今年も頑張ります

12月定例会審議結果
　12月定例会は、条例議案５件、事件議案８件、補正予算５件及び人事案件１件の計19件が町長より、
また、意見書１件が議会より提案されました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退 ※議長は採決に加わらない。

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

田
川

　浩

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

松
崎

　近

西
田

　辰
実

山
口

　一
生

111098765321

太良町災害被害者に対する町税の減免に関する条例の
一部を改正する条例の制定
　配偶者控除等の見直しによる定義の変更及び参照条
文の整理を行うもの。

可決第60号 －○○○○○○○○○○

太良町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の制定
　新たに創設される会計年度任用職員に対する給付に
ついて定めるもの。

可決第61号 －○○○○○○○○○○

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
　会計年度任用職員の創設に伴い、関係条例の整理を
行うもの。

可決第62号 －○○○○○○○○○○

太良町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定
　指定給水装置工事事業者の登録が５年での更新制と
なったため、更新時の手数料の規定を追記するのもの。

可決第63号 －○○○○○○○○○○

太良町簡易水道給水条例の一部を改正する条例の制定
　指定給水装置工事事業者の登録が５年での更新制と
なったため、更新時の手数料の規定を追記するもの。

可決第64号 －○○○○○○○○○○

太良町農村公園（あいあい公園）の指定管理者の指定
　指定する団体　大川内区
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第65号 －○○○○○○○○○○
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議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

田
川

　浩

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

松
崎

　近

西
田

　辰
実

山
口

　一
生

111098765321

太良町健康の森公園の指定管理者の指定
　指定する団体　太良町森林組合
　指定の期間　令和2年４月から令和5年3月まで（3年）

可決第66号 －○○○○○○○○○○

竹崎城址展望台公園の指定管理者の指定
　指定する団体　森川造園
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第67号 －○○○○○○○○○○

太良町特産品等展示販売飲食施設（たらふく館および
たらふく館別館）の指定管理者の指定
　指定する団体　NPO法人たらふく館
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第68号 －○○○○○○○○○○

太良町活性化センター（ゆたたり館）の指定管理者の指定
　指定する団体　NPO法人たらふく館
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第69号 －○○○○○○○○○○

太良町特産品等展示販売飲食施設（漁師の館）の指定管
理者の指定
　指定する団体　漁師の館運営協議会
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第70号 －○○○○○○○○○○

太良町観光案内所の指定管理者の指定
　指定する団体　太良町観光協会
　指定の期間　令和2年4月から令和5年3月まで（3年）

可決第71号 －○○○○○○○○○○

第５次太良町総合計画基本構想及び基本計画
　令和2年度から令和9年度までの8年間の総合計画基
本構想及び基本計画を定めるもの。

可決第72号 －○○○○○○○○○○

平成31年度太良町一般会計補正予算（第5号）
　農地等災害復旧事業等6,028万6千円を増額補正し、補
正後の予算総額72億8,331万6千円とするもの。

可決第73号 －○○○○○○○○○○

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

田
川

　浩

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

松
崎

　近

西
田

　辰
実

山
口

　一
生

111098765321

平成31年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　一般被保険者療養給付費負担金等3,441万2千円を増額
補正し、補正後の予算総額14億2,087万6千円とするもの。

可決第74号 －○○○○○○○○○○

平成31年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第3号）
　漁業集落排水処理施設機能保全計画策定業務委託料
等235万1千円を減額補正し、補正後の予算総額6,333万1
千円とするもの。

可決第75号 －○○○○○○○○○○

平成31年度太良町水道事業会計補正予算（第3号）
　配水管等漏水修理等の補正

可決第76号 －○○○○○○○○○○

平成31年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
　診療材料費2,400万円を増額補正し、補正後の予算総
額13億5,901万9千円とするもの。

可決第77号 －○○○○○○○○○○

教育委員会教育長の任命
　松尾 雅晴さん　　
　任期 令和元年12月24日から
　　　 令和４年12月23日まで（3年）

同意第78号 －○○○○○○○○○○

有明海沿岸道路の整備促進を求める意見書
要望事項
１ 有明海沿岸道路（福富･鹿島間）の早期工事着工及び
　 早期完成
２ 鹿島市から諫早市までの区間の地域高規格道路・重
　 要物流道路としての路線指定及び有明海沿岸道路 
　 や島原道路等と一体となった広域道路ネットワーク
　 の整備
３ 有明海沿岸道路の整備促進、かつ長期安定的に道路
　 整備・管理を進めるための新たな財源の創設及び令
　 和2年度道路関係予算の要求額の満額確保
要望先
　 内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、
　 衆議院議長、参議院議長

可決意見書
第4号 －○○○○○○○○○○



太良町議会だより 太良町議会だより155号　令和2年1月23日 155号　令和2年1月23日（6） （5）

町
民
福
祉
課
長
　
そ
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
今
回
祝
い
金
の
対
象
者

の
人
数
と
総
額
は
。

町
民
福
祉
課
長
　
4
9
0
名
に

対
し
8
1
7
万
円
の
実
績
。

議
員
　
今
回
の
敬
老
祝
金
事
業

に
つ
い
て
、
私
の
所
へ
は
苦
情

が
殺
到
し
た
。
今
後
は
貰
え
る

人
と
貰
え
な
い
人
の
差
を
つ
け

な
い
で
の
事
業
は
で
き
な
い
の

か
。

町
長
　
皆
さ
ん
満
足
で
は
な
い

こ
と
は
重
々
解
っ
て
い
る
。
財

政
状
況
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら

継
続
し
て
前
向
き
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
高
齢
者
が
苦
い
思
い
を

す
る
こ
と
な
く
、
楽
し
み
に

待
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考

慮
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

議
員

　認
知
症
に
対
す
る
子
ど

も
た
ち
の
教
育
は
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
認
知
症
地
域

支
援
推
進
委
員
が
夏
休
み
に
竹

の
子
の
里
事
業
に
参
加
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
認
知
症
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
家
族
の
実
話
絵

本
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
の
実

施
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
関
係
機
関
等

と
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
認
知
症
の
方
に
対
し
声

か
け
運
動
等
の
実
際
の
行
動
に

対
す
る
考
え
は
。

町
民
福
祉
課
長
　
実
践
は
大
変

有
意
義
な
活
動
で
あ
る
。

議
員
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
令
和
元
年
10

月
末
現
在
2
9
3
名
の
実
績
。

議
員
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
後
も
定
期
的
な
講
習
が

必
要
と
考
え
る
が
。

町
民
福
祉
課
長
　
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
を
計
画
し

た
い
。

議
員
　
認
知
症
対
策
と
し
て
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
た
ち
を
い
か
に

実
践
活
動
に
繋
げ
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
読
み
聞
か
せ

や
声
か
け
訓
練
の
実
施
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
今
後
の
課
題
と
し
て
早

期
発
見
が
重
要
に
な
る
が
、
町

内
の
認
知
症
の
人
数
さ
え
正
し

く
把
握
で
き
て
い
な
い
現
状
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
が
初
期
介
入

で
き
る
よ
う
な
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
2
0
2
0
年
か
ら
開
始

さ
れ
る
要
介
護
一
歩
手
前
の
フ

レ
イ
ル
把
握
の
た
め
の
検
診
時

に
、
認
知
症
検
診
も
同
時
に
で

き
な
い
の
か
。

健
康
増
進
課
長
　
75
歳
以
上
の

検
診
は
医
療
機
関
で
実
施
し
て

い
る
の
で
、
同
時
実
施
は
現
段

階
で
考
え
ら
れ
な
い
。

議
員
　
国
が
フ
レ
イ
ル
検
診
を

実
施
し
て
い
く
な
ら
、
そ
れ
に

併
せ
て
認
知
症
対
策
を
考
え
て

行
く
の
は
決
し
て
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
る
が
。

健
康
増
進
課
長
　
課
題
が
解
決

で
き
れ
ば
、
特
定
健
診
の
機
会

に
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診
を

実
施
し
た
い
。

議
員
　
住
民
の
た
め
の
施
策
を

担
当
課
同
士
協
力
し
合
っ
て
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

敬
老
祝
金

議
員
　
平
成
17
年
度
ま
で
8
年

間
実
施
さ
れ
た
敬
老
祝
金
は
な

ぜ
年
齢
が
5
歳
間
隔
で
実
施
さ

れ
た
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
近
隣
市
町
を

参
考
に
制
度
設
定
を
し
た
。

議
員
　
年
齢
に
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
近
隣
市
町
を
参
考

に
し
た
だ
け
な
の
か
。

般
一

問
質

一

待
永

　る
い
子 

議
員

認
知
症
対
策
の
具
体
的
方
向
性
を
示
せ

答
▼
答
▼
早
期
発
見
へ
向
け
て
検
診
を
実
施
し
た
い

早
期
発
見
へ
向
け
て
検
診
を
実
施
し
た
い

学
生
が
主
で
あ
る
。

議
員

　多
良
駅
の
一
日
乗
車
人

員
は
、
普
通
35
人
、
通
勤
20
人
、

通
学
2
5
0
人
、
計
3
0
5
人
。

現
在
の
長
崎
本
線
に
イ
ベ
ン
ト

列
車
を
運
行
し
て
、
松
浦
鉄
道

方
式
で
活
用
す
べ
き
。

町
長

　地
域
公
共
交
通
を
絡
め

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
、
鉄
道
や

バ
ス
な
ど
の
既
存
公
共
交
通
の

維
持
発
展
と
地
域
住
民
の
足
の

確
保
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
の

で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員

　町
民
の
声
を
活
か
す
た

め
、
庁
舎
内
へ
の
提
案
箱
の
設

置
は
。

町
長

　現
在
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
手
法
と

な
っ
て
い
る
が
、
再
度
提
案
箱

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　設
置
場
所
は
、
太
良
町

役
場
、
大
浦
支
所
、
観
光
協
会

に
お
願
い
す
る
。

議
員

　行
政
推
進
に
寄
与
す
る

優
秀
な
提
案
へ
の
記
念
品
や
商

品
券
の
提
供
は
。

町
長

　各
提
案
を
公
平
に
取
り

扱
う
た
め
に
、
記
念
品
等
の
考

え
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

 

観
光
振
興
に
つ
い
て

議
員

　本
町
を
訪
れ
る
年
間
観

光
客
数
お
よ
び
宿
泊
客
、
日
帰

り
客
の
内
訳
は
。

町
長

　年
間
観
光
客
数
は
平
成

29
年
度
で
約
66
万
人
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
宿
泊
数
が
約
5
万

人
、
日
帰
り
客
数
が
61
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

議
員

　観
光
客
の
移
動
手
段
と

し
て
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導

入
や
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長

　多
良
駅
を
念
頭
に
前
向

き
に
検
討
し
、
J
R
と
調
整
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員

　観
光
協
会
の
役
割
、
場

所
の
移
動
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

町
長

　観
光
協
会
の
機
能
強
化

は
目
下
の
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
事
務
所
の
場
所
の
移
動
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

議
員

　観
光
交
流
人
口
増
加
の

た
め
の
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
。

町
長

　基
本
と
な
る
の
は
地
域

資
源
を
守
り
育
て
る
こ
と
で
あ

る
。
県
南
西
部
と
し
て
の
魅
力

を
つ
く
り
出
す
広
域
連
携
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
大
事
。

議
員

　今
、
栄
町
の
海
中
鳥
居

に
毎
日
何
百
人
と
い
う
方
が
見

え
ら
れ
て
い
る
。
観
光
客
数
に

入
っ
て
い
る
か
。

企
画
商
工
課
長

　年
間
1
万
人

は
く
だ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

 

長
崎
本
線
の
活
用
に
つ
い
て

議
員

　2
0
2
2
年
春
に
九
州

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
が
暫
定
開

業
し
、
現
在
長
崎
本
線
を
運
行

し
て
い
る
「
特
急
か
も
め
」
が

大
幅
な
減
便
と
な
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
の
多
良
駅
の
利
用
客

数
お
よ
び
利
用
客
層
は
い
か
が

か
。

町
長

　一
日
平
均
約
3
0
0
人

で
、
客
層
に
つ
い
て
は
通
学
の

般
一

問
質

一

西
田

　辰
実 

議
員

町
民
の
声
を
活
か
す
た
め
に

　
　「提
案
箱
」を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か

答
▼
答
▼
提
案
箱
を
太
良
町
役
場
等
に
設
置
し
た
い

提
案
箱
を
太
良
町
役
場
等
に
設
置
し
た
い

昭和9年4月16日開業の多良駅



太良町議会だより 太良町議会だより155号　令和2年1月23日 155号　令和2年1月23日（8） （7）

自
治
体
で
判
断
す
る
こ
と
が
基

本
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

事
務
長
　
自
治
体
が
判
断
す
る

の
は
当
然
で
、
太
良
病
院
の
経

営
状
況
を
し
っ
か
り
維
持
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
今
後
の
対
応
が
手
遅
れ

と
な
ら
な
い
よ
う
な
病
院
経
営

と
、
質
の
高
い
医
療
提
供
を
お

願
い
す
る
。

町
長
　
今
回
、
厚
生
労
働
省
か

ら
唐
突
な
公
表
を
さ
れ
た
が
、

高
齢
者
が
増
え
る
中
、
中
核
と

な
る
病
院
が
な
く
な
れ
ば
町
民

が
困
る
の
で
太
良
病
院
は
存
続

し
、
統
合
は
し
な
い
。

議
員
　
厚
生
労
働
省
は
医
療
費

を
抑
制
す
る
た
め
、
診
療
実
績

が
乏
し
い
と
さ
れ
る
公
立
病
院

や
公
的
病
院
の
病
院
名
を
公
表

し
た
。
太
良
病
院
も
こ
れ
に
含

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
選
定
基

準
は
何
か
。

事
務
長
　
5
疾
病
（
癌
、
脳
卒

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精

神
疾
患
）
5
事
業
（
救
急
医
療
、

災
害
時
の
医
療
、
へ
き
地
医
療
、

周
産
期
の
医
療
、
小
児
救
急
医

療
）
の
医
療
実
績
が
特
に
少
な

く
、
所
在
地
が
近
接
し
て
い
る

場
合
は
、
再
検
証
が
必
要
と
し

て
い
る
。

議
員
　
報
道
に
よ
る
と
、
一
定

数
以
上
の
診
療
実
績
を
有
す
る

医
療
機
関
が
2
つ
以
上
あ
り
、

近
接
（
車
で
20
分
以
内
）
し
て

い
る
場
合
は
再
検
証
と
し
て
い

る
。
一
定
数
以
上
と
は
ど
の
程

度
か
。

事
務
長
　
南
部
医
療
圏
内
（
武

雄
市
、
鹿
島
市
、
嬉
野
市
、
白

石
町
、
江
北
町
、
大
町
町
、
太

良
町
）
で
、
5
疾
病
の
疾
患
が

33
％
以
下
の
病
院
で
あ
る
。

議
員
　
近
接
し
て
い
る
条
件
が

車
で
20
分
以
内
と
な
っ
て
い
る

が
こ
の
理
由
は
い
か
が
か
。

事
務
長
　
理
由
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
救
急
車
で
20
分
程
度

で
い
け
る
範
囲
は
救
命
に
つ
な

が
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

議
員
　
太
良
病
院
の
診
療
実
績

が
少
な
い
理
由
は
い
か
が
か
。

事
務
長
　
太
良
病
院
の
病
床
は

急
性
期
の
60
床
だ
が
、
7
割
は

整
形
外
科
の
入
院
で
、
今
回
の

調
査
で
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な

か
っ
た
。
5
疾
病
の
診
療
は
地

域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
紹
介

対
応
し
て
お
り
再
編
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
公
表
後
に
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
太
良
病
院
の
考

え
方
を
説
明
し
、
特
段
の
意
見

が
な
か
っ
た
の
で
、
再
検
証
、

再
協
議
は
終
了
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

事
務
長
　
説
明
の
概
要
は
、
整

形
外
科
の
入
院
患
者
が
70
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
、
内
科
診
療

の
実
施
、
在
宅
医
療
の
提
供
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
各
医

療
機
関
等
出
席
者
に
説
明
し
た
。

県
の
理
解
も
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
て
も
そ
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

議
員
　
2
0
1
4
年
に
実
施
さ

れ
た
医
療
施
設
調
査
で
は
、
県

内
の
病
床
数
は
1
万
3
3
9
0

床
で
、
2
0
2
5
年
の
必
要
病

床
数
は
9
0
7
8
床
と
な
り

4
3
1
2
床
、
3
割
以
上
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。
太
良
病
院

の
病
床
数
は
維
持
で
き
る
の
か
。

事
務
長
　
月
に
1
〜
2
回
は
60

床
以
上
の
稼
働
日
が
あ
り
60
床

は
必
要
で
県
、
国
か
ら
削
減
の

指
摘
は
全
く
な
い
。

議
員
　
太
良
病
院
の
事
業
内
容

と
収
益
の
状
況
は
ど
う
か
。 

事
務
長
　
病
床
の
利
用
率
は

78
％
前
後
で
推
移
。
収
益
状
況

は
平
成
22
年
以
降
、
26
年
度
を

除
く
と
全
て
黒
字
経
営
と
な
っ

て
お
り
、
県
内
の
公
的
病
院
の

中
で
も
非
常
に
優
秀
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。

議
員
　
太
良
病
院
は
町
内
医
療

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

そ
の
存
在
意
義
と
期
待
は
大
き

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
自
治
体
が

所
有
し
て
い
る
施
設
の
存
続
は
、

般
一

問
質

一

竹
下

　泰
信 

議
員

町
立
太
良
病
院
の
再
編
統
合
は
あ
る
の
か

答
▼
答
▼
病
院
の
改
革
を
進
め
、
統
合
は
し
な
い

病
院
の
改
革
を
進
め
、
統
合
は
し
な
い

財
源
と
な
っ
て
い
る
。

 
情
報
提
供
の
あ
り
方

議
員
　
第
5
次
総
合
計
画
に
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
総
数
は
。

町
長
　
3
件
。
振
興
計
画
審
議

会
へ
提
出
し
対
応
を
説
明
し
た
。

議
員
　
情
報
発
信
や
意
見
収
集

を
強
化
す
る
た
め
、
専
門
職
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
専
門
職
の
配
置
は
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
検
討
が
必
要
。

当
面
は
現
職
員
の
ス
キ
ル
向
上

に
向
け
た
投
資
を
行
う
。

議
員
　
紙
媒
体
以
外
の
情
報
発

信
・
受
信
の
方
法
を
検
討
で
き

な
い
か
。

町
長
　
現
在
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
発
信
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
福
岡
市
な
ど
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
・
収

集
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で

も
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

議
員
　
高
齢
者
の
独
居
や
日
中

独
居
の
状
況
と
今
後
の
推
移
見

込
み
は
。

町
長
　
65
歳
以
上
の
独
居
世
帯

は
5
6
5
世
帯
。
日
中
独
居
の

状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

2
0
3
0
年
に
は
高
齢
化
率
が

44
・
3
％
と
な
り
、
独
居
の
方

が
増
え
る
予
測
。

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

議
員
　
将
来
的
な
福
祉
支
援
提

供
者
の
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
そ
の
確
保
に
つ
い
て

の
対
策
は
。

町
民
福
祉
課
長
　
支
援
体
制
の

充
実
は
非
常
に
重
要
。
ま
だ
具

体
的
に
対
策
と
し
て
は
な
い
。

議
員
　
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し

た
高
齢
者
や
要
介
護
者
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

町
長
　
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し

た
安
否
確
認
や
生
活
状
況
な
ど

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
例
は
承

知
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
具

体
的
な
取
り
組
み
は
な
い
。

議
員
　
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

の
町
へ
の
実
装
は
可
能
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
技
術
的
な
理

解
や
町
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税

議
員
　
こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
総

額
と
件
数
は
。

町
長
　
総
額
26
億
9
7
5
4
万

円
。
総
件
数
24
万
3
5
8
8
件
。

議
員
　
寄
附
者
へ
の
情
報
発
信

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
メ
ー
ル
や
お
礼
状
、
希

望
者
へ
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

配
信
し
て
い
る
。

議
員
　
寄
附
金
の
使
途
公
開
の

方
法
は
。

町
長
　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て

公
開
を
行
っ
て
お
り
、
使
途
が

明
確
で
分
か
り
や
す
い
と
の
評

価
を
得
て
い
る
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
以

外
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

町
長
　
手
数
料
や
申
込
み
条
件

に
よ
り
現
在
は
1
社
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

議
員
　
募
集
経
費
を
5
割
以
下

と
す
る
制
限
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

町
長
　
広
告
費
を
含
め
た
業
務

全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
厳
し

い
中
で
も
寄
附
額
の
維
持
に
努

め
た
い
。

議
員
　
事
業
運
営
の
効
率
化
や

強
化
に
む
け
た
事
業
委
託
は
ど

う
か
。

財
政
課
長
　
外
部
委
託
が
主
流

に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
町
内
業

者
で
体
制
が
取
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
れ
ば
検
討
可
能
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
別

会
計
化
は
可
能
か
。

財
政
課
長
　
特
別
会
計
と
し
て

あ
つ
か
う
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
町
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
企
業
誘
致
は
可
能
か
。

財
政
課
長
　
企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
が
必
要
。

議
員
　
現
在
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る

事
業
は
何
か
。

財
政
課
長
　
第
2
子
保
育
料
無

料
化
事
業
等
、
様
々
な
事
業
の

般
一

問
質

一

山
口

　一
生 

議
員

テ
レ
ビ
電
話
で
の
見
守
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か

答
▼
答
▼
行
政
と
し
て
は
技
術
の
理
解
を
含
め
て

　
　
　
　
　
　
　対
応
を
検
討
し
て
い
く

行
政
と
し
て
は
技
術
の
理
解
を
含
め
て

　
　
　
　
　
　
　対
応
を
検
討
し
て
い
く
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議
員

　ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト

（
電
力
供
給
設
備
）
の
設
置
目

的
と
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長

　駐
車
場
等
の
公
共
用
地

の
有
効
活
用
が
主
目
的
で
、
さ

ら
に
災
害
停
電
時
の
非
常
用
電

源
と
し
て
活
用
で
き
る
。
設
置

議
員

　福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長

　福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

状
況
は
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

第
二
体
育
館
西
側
駐
車
場
、
庁

舎
南
側
駐
車
場
、
大
浦
支
所
駐

車
場
、
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫
屋
根
の
4
箇
所
を
期
間
中

約
84
万
円
で
賃
貸
し
て
い
る
。

ま
た
、
償
却
資
産
の
税
収
が
約

2
9
7
万
円
と
な
る
。
な
お
、

賃
借
権
等
の
登
記
は
な
い
。

議
員

　賃
貸
先
で
あ
る
設
備
の

設
置
者
は
ど
こ
か
。

総
務
課
長

　契
約
先
は
、

N
T
T
ス
マ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー
。

同
社
が
自
ら
設
備
投
資
を
し
て

い
る
。

議
員

　福
岡
県
の
み
や
ま
市
は
、

地
産
地
消
屋
根
貸
し
事
業
を
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
地
域
電
力

の
売
買
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

本
町
の
場
合
は
単
に
土
地
を
期

間
10
年
間
ま
た
は
20
年
間
貸
与

し
、
償
却
資
産
の
税
収
を
得
る

予
定
。
賃
貸
期
間
が
10
年
と
20

年
と
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
貸

与
料
は
一
定
か
。

総
務
課
長

　現
時
点
で
の
変
動

は
な
い
。

議
員

　今
後
将
来
的
に
電
気
の

買
取
価
格
が
変
動
し
、
九
州
で

は
7
・
2
円
/
k
w
、
西
日
本

が
8
・
4
円
/
k
w
、
東
日
本

が
9
・
3
円
/
k
w
と
安
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
11

年
目
以
降
も
同
条
件
で
契
約
す

る
の
は
ど
う
な
の
か
。

総
務
課
長

　役
場
周
辺
の
駐
車

場
の
部
分
は
高
圧
の
契
約
で
20

年
間
だ
。
大
浦
地
区
の
低
圧
の

契
約
に
つ
い
て
は
、
発
電
し
た

電
力
を
10
年
契
約
で
買
い
取
っ

て
い
る
。
そ
の
価
格
は
通
常
の

電
力
事
業
者
と
同
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

議
員

　中
途
解
約
の
場
合
の
設

備
の
買
取
価
格
は
、
定
率
償
却

残
高
な
の
か
、
定
額
償
却
残
高

な
の
か
。

総
務
課
長

　町
の
資
産
で
は
な

い
の
で
契
約
先
の
算
定
方
式
に

な
る
と
思
う
。

議
員

　将
来
、
禍
根
を
残
さ
な

い
た
め
に
も
契
約
で
明
確
に
し

て
お
く
べ
き
か
と
思
う
。
ま
た
、

供
給
契
約
の
解
除
と
解
約
の
用

法
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
る
。

総
務
課
長

　そ
の
件
に
つ
い
て

は
相
手
方
の
事
業
者
に
確
認
を

取
り
た
い
と
思
う
。

議
員

　こ
の
よ
う
な
契
約
を
締

結
す
る
際
は
、
顧
問
弁
護
士
に

確
認
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　今
回
の
契
約
に
つ

い
て
は
特
に
相
談
し
て
い
な
い
。

議
員

　本
件
の
よ
う
な
事
案
の

契
約
に
つ
い
て
は
、
顧
問
弁
護

士
に
最
終
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

般
一

問
質

一

松
崎

　近 

議
員

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
の
契
約
を

　
　
　
　
　
　
　
　弁
護
士
に
相
談
し
た
か

答
▼
答
▼
今
回
の
契
約
は
特
に
相
談
し
て
い
な
い

今
回
の
契
約
は
特
に
相
談
し
て
い
な
い

B&G海洋センター第二体育館西側駐車場

「昭和の町」で商店街を再生「昭和の町」で商店街を再生
経済建設常任委員会視察経済建設常任委員会視察

視察目的　認知症対策について
と　　き　令和元年10月23日
場　　所　吉野ケ里町社会福祉協議会
事　　業　町民参加型の「温かい声かけ訓練」、
　　　　　認知症見守り隊養成講座

《取組み》

《太良町の課題》

視察目的　高齢者の見守りについて
と　　き　令和元年10月24日　
場　　所　福岡県添田町
事　　業　テレビ電話を活用した高齢者や
　　　　　要介護者の見守り

《背景》
町内で認知症の行方不明者が発生した事が
きっかけ。
住民からの情報が決め手となり、発見に至り
情報の重要性を痛感。

・町民参加型の「温かい声かけ訓練」
　スーパーや公園などで模擬的に徘徊する認
　知症役の人を町内に配置し、対象者に声が
　けを行い、社会福祉協議会への連絡までを
　行う訓練。
・認知症見守り隊養成講座
　警察や大学と連携し、小・中学校を含む町
　民を対象とする研修会。
＊最も重要な事は、継続して取り組むこと。

　豊後高田市は、国東半島の商業の中心地として
繁栄していましたが、郊外型大規模店の進出等に
より、個人商店は大幅に減少しました。
　このことから、「商店街を残したい」との希望で
「昭和の町」が実現し、年間40万人の観光客が訪
れる施設に成長しました。令和元年11月5日にそ
の取組み状況などを視察しました。
《発足の動機》
　　商店主、商工会、行政などが協力して平成13
　年に「商業まちづくり委員会」を立上げ、5年をか
　け議論を続け、昭和30年代の町並みとすること
　を決定しました。
《運営の状況》
　　市、商工会議所、地元金融機関の出資によ
　る「観光まちづくり会社」が運営しています。
　　「昭和の町」は、地域資源を活用した成功事
　例です。本町でも「道の駅」「海中鳥居」など魅
　力ある地域資源が数多くあるので、有効活用す
　る事業推進が必要です。

「オルレ」導入で郷土をPR「オルレ」導入で郷土をPR
　オルレは韓国済州島で始まり、済州島の方言で「通り
から家に通じる狭い路地」と訳され、その魅力は自然や
民家の路地など、自分のペースで楽しみながら歩くこと
です。
　佐伯市では、このオルレを周囲23kmの大入島に導入
し、観光客の誘致や市のPR活動に活用されていました
ので、その実情を令和元年11月6日に視察しました。
《オルレコースの設定》
　　観光施設や名所旧跡、路地や自然路、風土を感
　じるコースとし、距離は10～15km程度、所要時間は
　5時間前後とされています。
《審査》
　　1次、2次及び最終審査が実施され、合格すると認定
　となります。
　　本町には多数の観光
　資源が埋もれています。
　健康志向が高まる中、
　オルレによる観光振興
　も一考を要します。

認知症への対応が遅れており、よりよい対策
が必要。

《取組み》

《太良町の課題》

《背景》
過疎・高齢化が急速に進むなかでの、高齢者
の暮らしの安心をいかに守るか。

見守りサービスの一環として、テレビ電話を
活用。定期的な安否確認を行う。
＊新しい技術も積極的に活用し、課題解決に
　活かす事が必要。

独居の世帯が増加しているが、支援者も減り続
ける中での安心した見守り環境の構築が必要。

おおにゅうじま

「大入島のオルレ」

これからの高齢者生活支援を考える ー総務常任委員会ー

吉野ヶ里町社会福祉協議会吉野ヶ里町社会福祉協議会
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宮崎県高原町議会より行政視察宮崎県高原町議会より行政視察林業の未来へ向かって林業の未来へ向かって
　令和元年11月22日（金）、高原町(たかはる
ちょう)議会文教厚生常任委員会の委員等７名の
方が、「町立太良病院の経営等について」を
テーマに視察研修のため来町されました。
　高原町では、本町同様、企業会計で国民健康
保険高原病院を経営されており、研修では、町
立太良病院が公営企業法の全部適用へ移行した
経緯や今後の自治体病院の経営のあり方、医師
確保対策など、自治体病院が抱える問題、課題
等について委員各位より熱心な質問が寄せられ、
充実した研修になりました。

　令和元年10月29日、長崎市民会館で森林・林
業・林産業活性化九州大会が開催されました。
　「持続可能な社会と今後の森林管理」をテー
マに東京大学名誉教授　太田猛彦氏の基調講演
があり、続いて長崎県内の民間会社2社より林産
業活性化についての事例発表がありました。
　木材自給率は平成14年の18.8％から平成29
年には36.2％まで回復するなど明るい兆しがあ
りますが、株価の低迷や林業従事者の高齢化な
ど課題も多く、活性化に向けた取組みの必要性
を強く感じました。

みんなでチェック
Q&A

みんなでチェック
Q&A

議案審議

（議案第 60号）

Q　災害被害者の減免に関する同一生計配偶
者とは？

A　前年の所得金額が1,000万円以下の納税
義務者の配偶者をいう。

（議案第 72号）

Q　第5次太良町総合計画とは？
A　令和2年度から8年間の太良町のまちづく
りの方向性を定めたもの。

（議案第 61号）

Q　会計年度任用職員とは？
A　非常勤職員および臨時職員などがフルタ
イムとパートタイム勤務に分かれる。一
方、期末手当や昇給が追加されることと
なった。

Q　町として何名くらい予定しているのか。
A　約10名を考えている。

Q　その場合フルタイムの給与とパートタイ
ムの報酬のコスト増は？

A　一人あたり37万円増となり、全体で2千
150万円増となる。

太良町災害被害者に対する町税の減免に関する条例の
一部を改正する条例の制定

太良町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関
する条例の制定

第5次太良町総合計画基本構想および基本計画

～地方創生の実現をめざして～～地方創生の実現をめざして～

いちご経営を学び定住いちご経営を学び定住

議会の権限と役割を学ぶ議会の権限と役割を学ぶ

もっと伝わる広報誌へもっと伝わる広報誌へ

　第63回町村議会議長全国大会が11月13日に
東京NHKホールにおいて、「地方創生の実現を
めざして」をメインテーマに開催されました。
　我々町村は、持続可能な地域社会の確立を目
指して「地方創生」を実現させるとともに、地
域が抱える諸問題解決に向け、来たるべき
「Society5.0※1」時代における様々な可能性
を受け入れるための体制整備を進め、一致結束
して行動していくことを宣言されました。
　最後に東日本大震災等大規模自然災害からの
復興および災害対策の確立など2件の特別決議と
地方創生のさらなる推進、町村財政の強化など
28件を決議し終了しました。
※1「Society5.0」とは超スマート社会のことで、情報社会
　（Society4.0）に続く新たな社会を指す。

　一期目議員の研修が佐賀市の「グランデはが
くれ」で開催されました。「議会の権限と議員
の役割」をテーマに実施されました。
　研修内容は「地方議会のしくみ」「議会の権
限」「会議の諸原則」「議員の義務と資格」等
でした。講師は全国町村議会議長会参与の平野
誠氏で、有意義な研修でした。

　令和元年11月18日、佐賀市の「グランデはが
くれ」にて、町議会広報研修会に参加しました。
　「議会だよりが読まれ、伝わる」をテーマに、
講師の芳野政明氏から「議会の見える化」と
「住民の意見を聞く議会へ」という2つの方向が
示されました。
　参加した町議会広報誌のクリニックもあり、
太良町は「もっと見出しに工夫を」というアド
バイスを受けました。

　白石地区いちごトレーニングファームでは、新規
就農希望者を募集し、いちご栽培や経営のノウハウ
を取得し、町、JA、生産部会等が一体となって就農
までのサポートが行われています。
　この事業の視察を経済・建設常任委員会で、令和元
年10月11日に行いました。
　事業主体は運営協議会（JAさが白石地区、白石
町、普及センター等）を立上げ運営。
　研修期間は2年間で、研修費は無料。主な要件は
20歳以上、40歳以下で性別は問わない。当町に住
民登録ができ、町内で農業経営を開始し、概ね300
万円以上の資金を有すること。
　今後、新規就農者による農業の担い手、定住者を
確保し、後継者不足の解消と定住人口の増加につ
なげることを期待していました。

と　　き　令和元年10月7日
参加議員　松崎、西田、山口　
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田
川

　浩

竹
下

　泰
信

松
崎

　近

西
田

　辰
実

山
口

　一
生

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な
気
持
で
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
天
皇
が
即
位
さ

れ
、元
号
も
令
和
と
改
ま
り
、

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
吉
野
氏

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、本
町
に
山
積
し

て
い
る
少
子
高
齢
化
・
産
業
振

興
・
社
会
保
障
等
の
政
策
課
題

を
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ン
チ
ー
ム

の
精
神
で
解
決
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、本
年
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
10
月
〜
12
月

10月11月12月

1366101319192529
・ 

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
嬉
野
・
太
良
駅
伝
チ
ー
ム
結
団
式

・ 

議
会
運
営
委
員
会

・ 

12
月
定
例
会
招
集

・ 

全
員
協
議
会

・ 

12
月
定
例
会
一
般
質
問

・ 

12
月
定
例
会
議
案
審
議

・ 

第
3
回
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会

・ 

鹿
島
市
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

消
防
団
年
末
特
別
警
戒
巡
視
活
動

令和元年度（10月～12月分）
議長交際費の支出状況

件数

1

1

3

5

支出額（円）

5,000

10,000

9,920

24,920

種別

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

1478111116182324252829303131
・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

第
72
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
太
良
町
結
団
式

・ 
一
期
目
議
員
研
修
会

・ 
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
行
政
視
察

・ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

・ 

全
員
協
議
会

・ 

第
4
回
太
良
町
振
興
計
画
審
議
会

・ 

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
等
引
渡
式

・ 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

・ 

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
進
期
成
会
外
要
望
活
動（
佐
賀
市
）

・ 

第
1
回
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会

・ 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
九
州
大
会

・ 

唐
津
市
議
会
行
政
視
察
来
町

・ 

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
議
会
10
月
定
例
会

・ 

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
進
期
成
会
外
要
望
活
動（
長
崎
市
）

9
〜

23
〜

256611131313151819192021222222
・ 

第
48
回
太
良
町
文
化
祭

・ 

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
進
期
成
会
要
望
活
動（
福
岡
市
）

・ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議

・ 

第
2
回
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会

・ 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典

・ 

第
63
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

・ 

県
選
出
国
会
議
員
と
の
行
政
懇
談
会

・ 

新
過
疎
法
制
定
実
現
総
決
起
大
会
・
第
50
回
定
期
総
会

・ 

令
和
元
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
庁
舎
開
所
式

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

・ 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
11
月
定
例
会

・ 

Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
要
望
活
動

・ 

全
員
協
議
会

・ 

第
5
回
太
良
町
振
興
計
画
審
議
会

・ 

宮
崎
県
高
原
町
議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
町

5
〜

議会クイズ!!

※締め切り／ 2月14日（金）　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）を
もって代えさせていただきます。

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「議会クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名
・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q 太良町を訪れる年間観光客数は約何人でしょうか？
　（平成29年度実績）

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

A ① 約120万人　　② 約66万人　　③ 約10万人
ヒント：6ページをご覧ください。


